
 

令和８年度  事業計画  

 

高 年 齢 者 雇 用 安 定 法 の 改 正 に よ り 、 ６ ５ 歳 ま で の 継 続 雇

用 の 義 務 化 、 さ ら に は ７ ０ 歳 ま で の 就 業 機 会 の 確 保 の 努 力

義 務 化 が 施 行 さ れ ま し た 。 こ れ に よ り シ ニ ア 層 の 活 躍 の 場

が 増 え る 一 方 で 、従 来 の 勤 務 先 で 働 き 続 け る 人 が 増 加 し 、全

国 の シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に お い て は 会 員 数 の 減 少 や 高 齢

化 な ど 、 依 然 と し て 厳 し い 状 況 が 続 い て い ま す 。  

こ う し た 中 、 全 国 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 協 会 は 平 成

２ ６ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 ま で の １ １ 年 間 に わ た り 「 会 員 １

０ ０ 万 人 達 成 計 画 」を 掲 げ 、会 員 拡 大 を 最 重 点 課 題 と し て 取

り 組 ん で ま い り ま し た 。し か し 、令 和 ２ 年 度 以 降 の 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 も あ り 、 計 画 最 終 年 度 に 至 る ま で

減 少 傾 向 を 反 転 さ せ る に は 至 り ま せ ん で し た 。  

こ の 経 緯 を 踏 ま え 、令 和 ７ 年 度 以 降 は 、全 国 シ ル バ ー 人 材

セ ン タ ー 事 業 協 会 が 策 定 し た 新 指 針 「 新 た な 仲 間 づ く り 計

画 ～ １ ０ 万 人 の 増 加 を 目 指 し て ！ 」に 基 づ き 、各 シ ル バ ー 人

材 セ ン タ ー 、 連 合 会 及 び 全 国 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 協

会 が 一 丸 と な っ て 持 続 的 な 会 員 拡 大 を 推 進 す る こ と と い た

し ま し た 。当 セ ン タ ー に お い て も 、会 員 拡 大 、退 会 抑 制 に 注

力 し 、イ ベ ン ト や 事 業 を 通 じ た 交 流 機 会 の 創 出 に よ り 、地 域

活 性 化 に 貢 献 す る セ ン タ ー づ く り を 目 指 し て ま い り ま す 。  

ま た 、会 員 が 笑 顔 で 元 気 に 活 躍 す る た め に は 、シ ル バ ー 事

業 遂 行 の 根 幹 で あ る「 安 全 就 業 の 確 保 」が 不 可 欠 で す 。会 員

の 高 齢 化 、事 故 発 生 状 況 を 鑑 み 、安 全 意 義 の 徹 底 と 適 切 な 対

応 を 図 り 、 重 篤 事 故 ・ 傷 害 事 故 の 撲 滅 に 努 め ま す 。  

さ ら に 業 務 効 率 化 に 向 け た「 デ ジ タ ル 化 の 推 進 」は 喫 緊 の

課 題 で す 。郵 便 料 金 の 値 上 げ 等 へ の コ ス ト 対 策 も 含 め 、シ ス

テ ム 環 境 の 整 備 を 加 速 さ せ て ま い り ま す 。  

今 後 も 当 セ ン タ ー に と っ て 厳 し い 環 境 が 予 想 さ れ ま す が 、

会 員 及 び 役 職 員 が 一 丸 と な り 、 次 の 基 本 方 針 に 沿 っ て 事 業

を 展 開 し て ま い り ま す 。  

 

 

 



基 本 方 針  

 

１ ． 会 員 数 拡 大 の 推 進  

 

２ ． 安 全 対 策 の 推 進  

 

３ ． 事 業 拡 大 の 推 進  

 

４ ． 普 及 啓 発 活 動 の 展 開  

 

５ ． 運 営 基 盤 の 強 化  

 

 

事 業 運 営 計 画  

 

１ ． 会 員 数 拡 大 の 推 進  

  全 国 的 に 会 員 数 の 減 少 に 歯 止 め が か か っ て お ら ず 、 茨

城 県 内 に お い て も 全 体 と し て 減 少 傾 向 に あ り ま す 。 当 セ

ン タ ー は 現 在「 現 状 維 持 」の 状 態 に あ り ま す が 、さ ら な る

発 展 の た め 、現 会 員 に よ る 紹 介（ ク チ コ ミ ）や 、イ ベ ン ト

等 へ の 参 加 、市 の 広 報 紙・パ ン フ レ ッ ト の 活 用 、ホ ー ム ペ

ー ジ に よ る 情 報 発 信 を 強 化 し 、 積 極 的 な 会 員 拡 大 を 推 進

し ま す 。  

   

２ ． 安 全 対 策 の 推 進  

安 全 か つ 適 正 な 就 業 は 、シ ル バ ー 事 業 の 基 本 で す 。会 員

の 高 齢 化 と 事 故 の 発 生 状 況 を 踏 ま え 、会 員・役 職 員 の 安 全

意 義 を い っ そ う 高 め 、傷 害 事 故 や 交 通 、発 注 者 へ の 損 害 賠

償 事 故 の 防 止 に 努 め ま す 。万 一 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は 、

速 や か な 連 絡 体 制 を 構 築 し 、 原 因 究 明 と 再 発 防 止 策 を 全

体 で 共 有 す る こ と で 、 事 故 の 撲 滅 を 目 指 し ま す 。  

 

３ ． 事 業 拡 大 の 推 進    

  安 定 受 注 を 確 保 す る た め 、既 存 業 務 の 維 持 に 加 え 、新 規

業 務 の 開 拓 に 注 力 し ま す 。新 規 案 件 対 し て は 、会 員 が 培 っ

て き た 経 験 や 能 力 を 最 大 限 に 活 用 し 、 確 実 な 受 注 に 繋 げ

て ま い り ま す 。   



ま た 、 茨 城 県 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 連 合 会 主 催 の 講 習

会 等 を 活 用 し 、 人 材 育 成 と 会 員 募 集 を 並 行 し て 実 施 し ま

す 。こ れ に よ り 、多 様 な 発 注 ニ ー ズ に 対 応 で き る 就 業・組

織 体 制 を 構 築 し ま す 。「 生 涯 現 役 社 会 」の 実 現 に 向 け 、 働

く 希 望 と 適 正 就 業 を 両 立 し な が ら 、 多 く の 高 齢 者 に 就 業

機 会 を 提 供 で き る セ ン タ ー 運 営 に 取 り 組 み ま す 。  

 

４ ． 普 及 啓 発 活 動 の 展 開  

  １ ０ 月 の シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 普 及 啓 発 促 進 月 間 に 合

わ せ 、例 年 ど お り ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 実 施 し 、事 業 の 意 義

と 存 在 を 広 く 周 知 し ま す 。あ わ せ て 、市 や 各 種 団 体 が 主 催

す る イ ベ ン ト へ の 参 加 、市 の 広 報 紙 、パ ン フ レ ッ ト 、当 セ

ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 通 じ て 、 会 員 増 大 と 就 業 機 会

の 拡 大 に 向 け た 広 報 活 動 を 積 極 的 に 展 開 し ま す 。  

 

５ ． 運 営 基 盤 の 強 化 （ デ ジ タ ル 化 の 推 進 ）  

社 会 全 体 の デ ジ タ ル 化 が 進 む 中 、 当 セ ン タ ー を 取 り 巻

く 環 境 も 急 激 に 変 化 し て い ま す 。 業 務 の 効 率 化 は も ち ろ

ん 、 会 員 の デ ジ タ ル に 対 し て の 理 解 や 活 用 す る 能 力 向 上

を 図 る こ と は 重 要 な 課 題 で す 。ま た 、郵 便 料 の 値 上 げ に 対

応 し 、 書 類 送 付 の デ ジ タ ル 化 に よ る 経 費 削 減 を 推 進 し ま

す 。  

今 後 も シ ス テ ム 環 境 の 整 備 を 進 め 、 適 正 か つ 効 率 的 な

事 務 処 理 体 制 の 確 立 に 邁 進 い た し ま す 。  

 


